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第1909回例会出席状況� （R8年7月16日)

�  

○ソング
　◦我等の生業
○ビジター
　◦白河南RC　会長　難波恭二様
　◦白河南RC　幹事　佐藤靖一様
○スマイルBOX
　◦難波恭二様（本日はメイキャプでおじゃまさせていただきます。これからもよろしくお願い致します。）
　◦佐藤靖一様（本日は南クラブの会長幹事でおじゃましました。一年間よろしくお願いいたします。）
　◦青木大会長（本日は白河南RC会長難波恭二様、幹事佐藤靖一様、ご来訪頂きありがとうございます。五大部門と小委員

の年度計画が発表が終わり、それぞれがスタートを切ったと思います。一年間もてる力をだしきって良い一年にしましょう ！ ）
　◦吉成真五郎幹事（白河南ロータリークラブの難波会長、佐藤幹事。本日は例会にご出席いただきありがとうございました。

一年間、どうぞよろしくお願い致します。）
　◦成井正之会員（７／15で県南分区の各クラブを訪問し、地区大会の参加要請とお手伝いのお願いをして参りました。同行

頂いた、関谷さん、渡部さん、吉田さん、ありがとうございました。今週の大谷スマイルは７／11、21号７／13、22号でした。）
　◦渡部勝也会員（青木会長、吉成幹事一年間お世話になります。金田ガバナー体調に気をつけてこの一年を乗り切って下

さい。）
　◦村上堅二会員（遅くなりすいませんでした。青木、吉成年度おめでとうございます。）
　◦阿部克弘会員（青木大会長、吉成真五郎幹事年度のスタートおめでとうございます。今年度はじめての出席になります。

SAAとして一年頑張りますので宜しくお願い致します。また
今月は誕生月なので、プレゼントいただきました。有難うござい
ます。）
　◦齋藤愛会員（南ロータリークラブの皆様ようこそ白河西ロ

ータリークラブへお越しいただきありがとうございます。一年間
みなさんのスマイルをたくさんよろしくお願い致します。）

白河西ロータリークラブ
S H I R A K A W A  W E S T   R O T A R Y   C L U B

会 長　青木　　大　  幹 事　吉成真五郎
CREATE  LASTING IMPACT
2026ー27年度　国際ロータリー会長のメッセージ

▶例会日：第１・第３木曜日（12：30）
　　　　　その他の木曜日（18：30〜19：30）
▶例会場：白河市新白河駅前　東京第一ホテル新白河
▶事務局：〒961-0957 福島県白河市道場小路96-5
（白河商工会議所内）  ☎23-3101　ＦＡＸ22-1300

ホームページＵＲＬ　https://shirakawa-west-rc.jp
メールアドレス　shirakawanishirc@shirakawa-cci.or.jp
facebook　https://www.facebook.com/ShirakawaWestRotaryClub/

第1910回例会 令和８年７月16日
１２：30～１3：30

【今週の仮メイクアップ会員】
　◦７月９日　矢吹ロータリークラブ訪問
　成井正之、渡部勝也
　◦７月12日　米山記念奨学生卓話研修会
　齋藤孝弘、大住由香里
　◦７月12日　交換留学生オリエンテーション
　金田昇、大竹憂子
　◦７月14日　白河ロータリークラブ訪問
　青木大、吉成真五郎
　◦７月14日　東白川ロータリークラブ訪問
　成井正之、関谷亮一
　◦７月15日　白河南ロータリークラブ訪問
　成井正之、関谷亮一



第1910回例会　令和8年7月16日

■会長の時間� 青木大会長
　本日は白河南ロータリークラブ会長難
波恭二様、そして幹事の佐藤靖一様、ご
来訪ただき本当にありがとうございます。
今日の食事は昨日と同じ食事で、場所も
それほど変わってないでしょうけど、集まっ
てるメンバーが変われば少し味も違うの

かなというふうに思います。ゆっくりご堪能いただければと思い
ます。白河西ロータリークラブの例会、今年度も3回目を迎え
ております。今日は来る時間が結構ぎりぎりになってしまってな
んか心落ちつかないまんま例会に入ったなというようなところ
であります。この会長を迎えるにあたり、今年の2月とかに研修
を受けまして、その中では会長の時間は価値ある話をしてク
ラブの皆さんに還元できるようなことをどんどん伝えていくこと
が大切ですよというような話がありました。その中で、少しでも
価値があるような話をしたいなと思っているところではあります
が、日経新聞のほうに暗号資産がやっと証券化されるんじゃ
ないのかというような話が出てたかと思います。暗号資産、特
にビットコインが有名かと思うんですが、ビットコインの話をさ
せていただくと、約15年ぐらい前に2013年とか12年とかその
ぐらいの頃からビットコインというのが世に出てきて、一番最
初にピザを24ドル、1ビットコイン24ドルで買ったというのがアメ
リカのほうであったのが一番最初かと思います。私も当時、知
り合いからビットコインを24万円位で1ビットコインを買いまして、
そのままそれは別な形で預けておくと増えますよというような
詐欺にあいまして、24万を2ビットコイン買ってそのまま持って
れば今2,000万円以上になってるんですけど、当時は48万位
になってその後連絡が取れなくなって2ビットコインなくなって
しまったんですね。そのまた5年後ぐらいに1ビットコインが100
万円を超えるぐらいが年末とかにありまして、当時もまた1ビット
買った記憶があります。売り買いを頻繁にしてると当時はまだ
今でも変わってないと思うんですけど、利益を確定させて初
めて税金が確定するので、普通の株ですと損益通算をして
儲かったものを年明けに年末調整で払うというのが株だと思
うんですけど、ビットコインはそういう制度じゃないので、1億儲
かったら半分ぐらいが税金で5,000万円ぐらい取られて損し
ても通算されないので、税金だけは損した人はかかってしまう
ような話が、僕は儲けが下手くそなので儲かってませんけど。
当時、100万円位儲かった事になって20～30万納税したよう
な記憶がありますが、その後ものすごく暴落をして億り人みた
いな言葉が流行った後に納税で苦しんでるサラリーマンが
いっぱいいるみたいな記事を目にしておりました。ここ最近ビッ
トコインは1,000万円を超えてましたよね。年末とか1,200とか
1,300万位に多分なったと思うんですけど。多少為替の、ドル

本日のプログラム

（２）

換算が多いので円安も相まって今少し落ちてて日本円でいう
と1,000万円をきってるぐらいだと思います。大体4年ぐらいに
価値が上がると言われてて、ビットコインの性質上、土地に置
き換えたら東京都の土地だとしたら、それがこう少しづつ土
地って広がらないですよね。東京都の土地広がらないので、
それと同じようにビットコインも増えることがないですね。円だと
どんどん刷れば増えますけど、ビットコインは数が決まってる
ので価値がどんどん上がってくよということで今値上がりがし
てるとこもあります。そんな中で、3年前であれば400～500万
から600万に上がったと言われてたものが、今気づいてみる
と1,000万前後してる。また、これが4年後ぐらいには1,500万
から2,000万位になるんじゃないのかというふうに言われてま
すので、1ビットコイン買うのは物凄く今は大変だと思いますけ
ど、0.00001ビットコインとか買えるので、1万円位は買っておく
と5～6年後には10万円位にはなると思いますので、買い方も
今メルカリのビットコイン買えたりですとか、昔よりは非常に買
いやすくなってると思うので、世間の情報から遅れないために
もちょっとだけ投資してみると世間の流れがわかってもいいん
じゃないのかというふうに思っております。そんな拙い話であり
ますけど、ＡＩも然りいろんな情報が溢れてる中で、新しいもの
には少しでも興味を持っていただいて自分の生活に役立て
ていただければと思います。今日は2回目の五大部門、そして
各委員会の今年の発表になりますので、皆さん是非とも今年
の発表を聞いていただければと思います。どうぞよろしくお願
いします。

■幹事報告� 吉成真五郎幹事
○白河市長　鈴木和夫 ： 夏季街頭献血キャンペーン御礼
○ガバナー　金田昇　地区ラーニングファシリテータ　右近
八郎 ： 2026-27年度クラブ活性化ワークショップのご案内
○ガバナー　金田昇　地区ラーニングファシリテータ　右近
八郎 ： 2026-27年度クラブ活性化ワークショップにおける発
表のお願い
○社福）いのちの電話理事長　丹羽真一 ： 福島いのちの
電話をご支援いただいている皆様へ
○ロータリーの友事務所 ： 「ロータリーの友」ご協力のお願い

（依頼）
○白河ユネスコ協会会長　須藤博之 ： 「平和の鐘を鳴らそ
う ！ 」運動への参加について（依頼）
○深谷ノースロータリークラブ会長　山川大輔　幹事　髙
田幸生 ： 年次計画書
○ガバナー　金田昇　ロータリー財団委員長　林克重 ： ロ
ータリーカード作成並びに利用のお願い
○日韓親善会議事務局長　菅原裕典 ： 日韓親善会議
○国際ロータリー理事　中谷研一 ： 世界ポリオデー開催並
びにストーリーテングキャンペーン参加のお願い



� 第1910回例会　令和8年7月16日

■本日のお客様
●白河南ロータリークラブ会長� 難波恭二様

　まず開始前に佐藤幸彦ＳＡＡさん、い
じっていただきまして誠にありがとうござ
います。だいぶリラックスできたかなみた
いな感じでありがとうございます。改めまし
て、こんにちは。わたくし29代白河南ロー
タリークラブ会長を拝命しております難波

恭二と申します。よろしくお願いいたします。昨日は、成井先輩
そして関谷先輩、地区大会の説明にご来訪いただきまして
誠にありがとうございました。こういう所に来て喋るんじゃなくて、
逆に私たちの所に来てもらって個人的にお話していただい
たというのは本当に勉強になりました。また何かなくてもあって
も、また遊びに来ていただければ嬉しいかなというふうに思っ
ておりますのでよろしくお願いいたします。わたくし吉田充会長
さんと白河の神様、中目さんとも同級生だったんですよ。彼は
成績優秀なもんですから、一回で合格して私はまた3度目の
挑戦ということでまだ不合格なもんですから、今年一年皆さん
にいろいろお手伝いしてもらいながら全うした会長職をできれ
ばいいのかなというふうに考えております。よろしくお願いいた
します。西に来ていつも思うのは、このメンバーのキラキラした
目が凄いなという。やはり、これだけの組織を動かすためには
やっぱり活力が必要なので、やはり皆さんのこのきちっとした
目、輝かしい目で見ていただくと、このマイクを持つときちっとし
なきゃいけないのかな、これが毎回試練のように会長になれ
ばなる、先輩になればいろんな所でやはり後輩の手本になる。
後輩は先輩に見習うというふうなことで、お互い切磋琢磨し
ながらこの素晴らしい会を運営してるのかなというふうに感じ
ておりました。今年は金田年度でございます。本当にこの県
南分区にとっては素晴らしいガバナーだと思います。これって
なかなかやりたくてもできなくて、皆さんがこういうふうに応援し
ていただけるから金田さんはできるのかなと、本当に幸せな
人なんだなというふうに感じられます。本当に皆さんは県南分
区ここにあり、金田ガバナーここにありということで、本当に一
枚岩となって今年は是非とも金田ガバナーを頑張って応援し
続けていっていただきたいなというふうに感じております。我々
南も本当に零細企業なものですから何のお手伝いもできませ
んけど、邪魔をしないように頑張ってついていこうかなと思っ
てますので、その辺は邪魔にしないで金魚の糞みたいにつ
いてますので、その辺は是非とも柔らかい目で楽しく扱ってい
ただければ嬉しいかなというふうに考えております。そして、今
年ガバナー年度終了してその後皆様方はこの県南分区、そ
して東西白河、これの中心となる青年経済人となって、これ
からの未来ある白河をどんどんと邁進してくれるようにやって
いただければ嬉しいのかなというふうに思ってますので、この
気持ちを今年はホップステップジャンプということで、これから

先この我々が生まれ育った地方のために是非とも頑張って
いただければありがたいなというふうに感じておりますので、こ
れからもひとつ頑張ってくださいということでエールを送って
私の挨拶とさせていただきます。

●白河南ロータリークラブ幹事� 佐藤靖一様
　幹事を13回目かな、13回だか14回だ
かちょっと回数忘れてしまいました。毎年
やってるもんですから。毎年、西クラブさん
にお邪魔してゴルフにも混ぜていただい
て結構参加してるので知った顔がいっぱ
いいるので、南クラブ弱小ですけれども

続けていっています。一応30周年を目途にクラブとしては考え
ようとか、みんなで今話し合ってるところです。ガバナー年度
大変でしょうけども頑張っていただいて、私たちも出来る限り
のお手伝いをしていきたいと思いますので、今後ともよろしくお
願いします。

■各委員会報告
●会計� 市川正人会員

　皆さん、こんにちは。会計からのご連絡
でございます。今月は通常会費、特別会
費の徴収月となっております。7月27日月曜
日、口座のほうから引き落としさせていた
だきますので、ご準備のほうよろしくお願
いいたします。また、直接振込される方も

いらっしゃると思いますので、ご準備のほうよろしくお願いいた
します。詳細につきましては、事務局のご案内のほうでご確認
よろしくお願いいたします。

■本日のプログラム� 五大部門・小委員会年度計画
●社会奉仕委員会� 石川格子委員長

　本年度、社会奉仕委員会の委員長を
仰せつかりました石川格子です。よろしく
お願いします。副委員長には山口さん。そ
れから、委員には片倉さん、関谷さん、鳴
島さん、遠藤さんとなっております。社会
奉仕の活動なんかわからない部分も沢

山あるとは思うんですけれども、皆さんの活動する上で特別
なものとしてではなく、日常の活動として落とし込めるように活
動してまいりたいと思います。そして、地区に出向しているこ
とでやはり地区の委員会と各ロータリーに中での委員会とい
うのは少し活動に乖離があるようにも感じるところではあるん
ですけれども、地区での活動をしっかり落とし込みをしながら、
それからガバナーの意向もくみ取りながら活動をしていける
一年にしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いします。

（３）
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●プログラム委員会� 西山よしえ委員長
　今年度、プログラム委員会は委員長に
わたくし西山よしえ。副委員長に増子国
安会員。委員に諸橋和典会員、渡部則
也会員の4名で運営をしてまいります。プ
ログラム委員会は青木大会長の活動方
針に沿いながら会員の皆様が楽しんで

いただけるそのような年間の例会行事予定を作成してまい
ります。また、金田昇ガバナー年度として地区と連携を深め
ながら広くロータリー活動を認識していただけるよう努めます。
各委員会のご意見を聞きながら活発な活動となるよう委員会
メンバーは楽しめる一年を目指すため、ＳＡＡとの連携を密に
し円滑な例会の運営に努めてまいりますので、一年間どうぞ
よろしくお願いいたします。

●ロータリー情報委員会� 佐藤幸彦委員長
　ロータリー情報委員会の委員長の佐
藤でございます。副委員長に阿部克弘
会員。委員に藤田龍文会員という形でや
らせていただきます。金田ガバナー輩出
年度として、白河西ロータリー会員として
知識、情報のレベルアップを図ると共に、

クラブ一丸となって青木大会長と共に補佐をしていきたいな
と思っております。よろしくお願いいたします。

●スキー愛好会� 佐藤幸彦会長
　恒例になりました蔵王温泉スキー場におきましての、山形
県の天童ロータリークラブとか米沢中央ロータリークラブとの
懇親会も今年もやる予定でございます。日時が決まっておりま
して、2月20日土曜日、2月21日日曜日ということで、金田ガバナ
ーも青木大会長もスキー愛好会のメンバーでございますので、
なるべく多くの方と夜だけでも結構でございます。参加してい
ただきながら他クラブとの交流をしていきたいなと思ってます
ので、どうぞよろしくお願いします。

●クラブ会報委員会� 永山龍大郎委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ会報委員会
の委員長を仰せつかりました永山龍大
郎です。副委員長に佐藤弘会員。委員
に、上杉謙太郎会員、渡部勝也会員と
一緒に活動してまいります。活動計画とし
まして、西ロータリークラブの歴史と伝統

を守り、毎週遅れずに発行される会報を委員会メンバーと協
力し合いながら作成してまいります。週の活動計画は、例会
当日は録音及び写真撮影、月曜日前には校正をチェック終わ
って印刷を完了して皆様のロッカーに入れますのでよろしくお

願いします。

●米山記念奨学会委員会� 緑川直人委員長
　皆さん、こんにちは。米山記念奨学会
委員会委員長を仰せつかりました緑川
でございます。副委員長に、中目会員。委
員に、前原会員、鳴島会員、片倉会員、
以上そうそうたるメンツでやらせていただ
きます。米山記念奨学会委員会として大

きな4つの柱を作らせていただきました。一つ目に奨学生の支
援と交流。二つ目に寄付金の募金活動。三つ目に選考と推
薦。四つ目に学友とのネットワークの維持。こちら4つを一年間
頑張ってまいりたいと思います。会員の皆様の心からのご支
援、ご協力をよろしくお願いいたします。

●スマイルボックス委員会� 齋藤愛委員長
　今年度、遠藤敦会員、佐藤幸彦会員、
高畠裕会員、そして村上堅二会員、そし
てわたくし委員長を仰せつかりました齋
藤愛の5名で活動をおこなってまいります。
スマイルボックス委員会は会員の皆様の
日常の喜びだったり、感謝またお祝いの

温かい気持ちを分かち合って、笑顔と親睦が広がるように参
加をしたいと思っていただけるような活動をおこなっていきた
いと思っています。スマイルやニコニコ募金を通して集まった
善意はクラブの奉仕活動を支える大切な財源として有効に
生かせるよう、その使い道にも皆さんにご納得いただけるよう
に活用をしていきたいと思っております。昨年度はとても優秀
で200万円の寄付が集まったということで、私にとっては大変
なプレッシャーなんですけれども、まずは大きな金額にこだわ
ることなく寄付をしたいと思っていただけるような委員会運営
を目指して今年度の青木大会長を盛り上げていきますので、
一年間どうぞよろしくお願いいたします。また、一つ皆さんにお
願いがあるんですけれども、ゲストとして来訪された方がスマ
イルをしてくださった場合は、金額によらず善意に対して拍手
を持って感謝の気持ちをお伝え出来たらなというふうに思っ
ておりますので、その点のご協力をどうぞよろしくお願いいたし
ます。

●ゴルフ愛好会� 堀田一彦会長
　皆さん、こんにちは。今年度もゴルフ愛
好会会長を務めます堀田です。副会長
に長会員。委員に運天会員、吉成茂会
員の4名でゴルフコンペの企画等おこな
っていきます。年間4回の公式コンペと、1
回の初打ち非公式コンペを中心におこな
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うんですが、まず第1回コンペが今月7月26日日曜日「ボナリ高
原ゴルフクラブ」でおこないます。これは前年度のとりきり戦と
なっております。現在18名の参加で、龍大郎君、あと2人入れ
ます。7月26日日曜日、いければあと2人は。7月26日、なかなか
「ボナリ高原ゴルフクラブ」でできる機会はないと思いますの
で、今日一応締め切りでゴルフ場のほうに組み合わせ表等を
送りますので、今日中であれば私のほうまでご連絡ください。そ
してですね、第2回コンペが10月22日、ＪＣ・ＹＥＧ交流コンペと
なっております。これは木曜日、場所はまだちょっと確定してお
りませんが、ちょっと優しめの「ちふり湖」ぐらいがいいかなと
は思っておりますが、皆さんのご意見を聞いてこの辺のゴル
フ場はチョイスしていきたいと思います。それから初打ちコン
ペ。これは1月3日、日にちだけ確定をしております。そして、第
3回、第4回コンペは来年の4月6月におこなう予定であります。
その他に各種交流コンペの開催及び参加というところで、一
番は金田ガバナー年度の地区大会というところで、ポリオチャ
リティ親善ゴルフ大会。これを10月4日に「グランディ那須白河
ゴルフクラブ」で西クラブが主幹で参加数120名のコンペを
企画して運営設営のほうしてきますので、皆さんご協力お願
いいたします。その他に9月5日土曜日、県南分区のプレコン
ペを佐藤健吾さんのほうからやりますよという依頼がありまし
たので、これは「棚倉田舎倶楽部」のほうでおこなう予定で、
いずれ案内が来ると思いますのでこれは地区大会の記念コ
ンペのプレコンペということで、県南分区の結束を深めましょ
うという意味合いのコンペになりますので、これも案内が届き
次第皆様のほうにご案内申し上げます。その他に今年度は
米沢中央ロータリークラブさんが40周年というところで、10月
19日月曜日に周年コンペを米沢さんのほうでおこないますとい
うことなので、もう決定をしております。18日が米沢さんの記念
式典。翌日19日月曜日が周年コンペとなりますので、これもな
るべく多くの皆様でいきたいと思いますので、どうぞご協力お
願いいたします。以上で、ゴルフ愛好会の方針となります。

●歴史文化研究愛好会� 関谷亮一会長
　皆さん、こんにちは。歴史文化研究愛
好会の会長を仰せつかっております関
谷でございます。難波会長さん、それから
佐藤幹事さん、昨日はお邪魔いたしまし
てありがとうございました。歴史文化研究
愛好会はわたくし、それから成井正之会

員、宮本多可夫会員、遠藤敦会員の4名でございますが、毎
年この歴史文化研究愛好会は移動例会に取り込んでいた
だいてやっていただいて本当に感謝しています。今年は前に
市のほうから清水門の建設についての説明をいただきまして、
今年の年度中に清水門が完成するということで、4月にこの
清水門の見学会を移動例会として実施したいとそんなふう

に思っておりますので、皆様多数参加いただきますようにお願
いいたします。

●バイク愛好会� 矢田部錦四郎会長
　皆さん、こんにちは。バイク愛好会、昨
年は三大セミナーの実行委員長というこ
とで、ほとんどツーリングに行けなかった
部分で本当に申しわけなく思っています。
バイク愛好会、なかなかバイクに乗ってる
人が少ないんですよね。私が会長で、副

会長に金田昇さん、佐藤幸彦さん、鈴木孝幸さん、車田裕介
さんが委員になっております。ガバナーを連れてツーリングに
という部分だと、ガバナーは公式訪問等では運転してはい
けないという決まりがあるので、途中行く時は誰か乗せてくよ
うかなという考えで、金田さんと二人乗りしたいという人誰も
いないと思うんですが、まあその辺は公用車で後ろ付き添い
で来てもらうような形をとっていこうかなと思います。非常に三
大セミナーの部分で気合入っておりました時に年次計画の
次年度を出せということで、後でできた時にこう皆さん見てい
ただければ、かなり一番気合いの入った計画書ではないか
なと思います。ロータリー親睦グループの中で、バイク日本支
部というそういうフェイスブックでも日本支部ができたんですね。
それでいろんな集まりがあって、本当は今月、竜飛岬。青森で
集まってそこに全国のロータリアンの人達だけの企画で一泊
二日で竜飛岬まで行く計画がありまして、私も参加したかった
んですが、とても去年はそこまでのエネルギーが回りませんで
した。できれば今年はどこでやるかわからないんですが、案
内来たらその辺の案内も流しながらみんなで楽しんできたい
と思います。是非、バイク愛好会の基本方針と3つの目的をき
っちり書いて計画を練りましたので、もしこれで参加できるよう
であればこの機会にバイク愛好会に参加していただければ
と思います。よろしくお願いします。

●親睦活動委員会� 十文字光伸会員
　皆さん、こんにちは。親睦活動委員会
の委員長菊地さんが今日お休みなもん
ですから、私のほうで代読をさせていた
だきます。委員長に菊地隆博委員長。副
委員長に上田雄介副委員長。委員のほ
うに、私十文字と島田修一会員、市川

正人会員、吉成茂会員、高田久美子会員、大竹ゆかり会員、
鈴木恒平会員、穂積英一会員、照井会員の11名で活動し
てまいります。会員や会員家族、また地域の他団体との一層
の交流親睦が深められるような企画運営、及び設営をおこ
ないます。そして本年度は地区ガバナー輩出ということを、意
識した上で当委員会としての役割と責任を果たしていきます。
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委員会メンバーで一丸となって進めてまいります。皆様のご
理解とご協力をお願いいたします。一年間、よろしくお願いい
たします。活動内容といたしまして、誕生日、結婚記念日のお
祝い企画。ホームミーティングの設営。納涼例会の企画運営。
ＪＣ・ＹＥＧとの交流親睦会の企画運営。クリスマス例会の企
画運営。観桜会の企画運営。会長幹事慰労会の企画運営。
以上となります。一年間、よろしくお願いいたします。

●野球愛好会� 吉野敬之前監督
　皆さん、こんにちは。野球愛好会、高畠
監督がお休みなので代読させていただき
ます。本年度の野球愛好会は県大会の
主管クラブが白河西RCと東北大会の主
管クラブが二本松RCとなっており、この2
クラブが東北大会への出場が決定して

いることから県大会は開催せずに親睦懇親会のみを開催す
ることとなりました。毎週土曜日の練習をはじめ、練習試合を
計画しながらメンバーの健康と親睦のお手伝いができればと
思います。また新入会員にも野球愛好会メンバーがいること
から、野球を通じて例会への参加や退会防止に繋がればと
思います。一年間、会員の皆様のご理解とご協力をお願いし
ます。

●青木大会長
　ロータリーは7月から始まって6月で終わるという事業年度
ですがうちの会社も7月から始まって6月で終わるんですね。
昨日会社の経営計画発表会というのをさせていただいて、
場所はシン鹿島のほうでやりました。昨日、発表した計画を少
しお話をさせてもらいたいなと思います。葬祭業という仕事を
してますので、人の生き死にに大きく変動してくところなんで
すけど。東日本大震災という大きな震災があった時には、白
河は崖崩れがあって12人の尊い命が失われたのが大きなと
ころだと思うんですけど。震災はその後のストレスだとか、い
ろいろなところで亡くなる人が出たりだとかしているというふ
うに思っております。会社の業績の話をしてくとですね、コロ
ナの前ぐらいまでは平均的に死亡人口が徐 に々増えてって、
2040年まで増えてくというふうに言われてる業界ですので、そ
れなりに増えてたところですが、コロナで大きく状況は変わりま
して、人がコロナで亡くなった人も多いんでしょうけど、コロナ
だから動くなと言われた5月ぐらいですかね。緊急事態宣言
が出されて、そこから半年から約1年ぐらいは人が動かない
と風邪もひかないですし、病気もしないですし、病院も大変だ
ったと思いますし、コロナはコロナ患者としていましたけど普
通診療という部分では落ち着いて社会活動が世界中でもい
ろんな所で川が綺麗になったりだとか、人が動かないとする
と環境にもいいんだなということがあったんですけど。そんな

コロナ以降は死亡者数は4％ぐらい増で増えていたんです
ね。なので、ちょっと伸び方が急だなという思いがありながらも
40年までは増えてくだろうというところで、3年4年決算を迎え
て順調に売り上げも一旦下がったものが少し戻って上がっ
て上がってという形で来てたんですが、ここにきて今年の1月
から2月、年が2026年に変わってから思いのほか亡くなる人
が少なかったというのがこの半年ぐらいなんですね。なので、
自分達が、仕事なんで、人の生き死にの感情的な部分は、う
ちの会社の業績の話をしています。業績がちょっと思いのほ
か計画通りいかなくて目標値があったとしたら85％ぐらいです
ね。85％だと今までは105％とかというようなところをいってたも
のがですね85％になると非常に大変な事が起こるんですね。
会社の中では仕事がないなとか、いろいろあって半年間これ
から先どうしようかというようなぐらいいろいろな部分にひずみ
が出て、昨日の発表会の中でもあとは上がってくもんだと思っ
てたので去年給料も上げてやったところにこういう事態にな
ったので、非常に大変です。今期の発表としては一年間で
それだけ伸ばそうと思ったこっちが悪いんだというところで、も
う一回足元を固めて落ちた分の去年ぐらいの数字を今年の
目標としてしっかりと達成をできるように、社員教育にも力を入
れてみんなが少しでも判断が早くなって少しでも会社の進む
方向を同じタイミングで判断できたらいいなと思って研修いろ
いろしてるんですが、それも継続していくと。会社の発展はや
っぱり社員の向上があって初めてできるもんだと思ってますし、
そういう意味で社員教育にはすごい力を入れさせてもらって
ます。ゆくゆくはその育った幹部の人たちがグループ会社の
社長になってくれたらいいなと思っています。
　地域に役立つような会社を自分たちのグループで担ってい
きたいというふうな思いで仕事をしております。そんなこともあ
りながらやってるもんですから、ロータリーのほうもしっかりと頑
張りますけど、頑張りますけどたまに都合がつかない時にはご
容赦いただきたいなというふうに思っております。拙い話です
けど、うちのグループ会社の今年の経営計画を少しお話をさ
せていただきました。ありがとうございます。


